














１．鍼灸の研究機関としても名高いHarvard Medical SchoolおよびMassachusetts General Hospitalの施設見学
２．Harvard Medical School のKaptchuk准教授（本学鍼灸学科客員教授）およびKong助教（本学鍼灸学科客員教授）
による講義と，両先生との学術的交流







17：45 マサチューセッツ州ボストン市General Edward Lawrence Logan空港着
9月14日（水）
















PM Harvard Medical School見学・関連病院周辺散策
 　　（Kaptchuk先生のガイドによる）
 Kaptchuk先生講義「Issues in Placebo Acupuncture」
 　　（Beth Israel Deaconess Medical Center 会議室にて）
Dinner Kaptchuk先生を囲んで
９月16日（金）
AM Kong先生講義「Analgesic or Placebo? ― The Science Behind the Answer」
 　　（Martinos Center for Biomedical Imaging会議室にて）
 Martinos Center for Biomedical Imaging施設内・fMRI等見学
 　　（Kong先生のガイドによる）
Lunch Martinos Center for Biomedical Imaging内のカフェテリアにて
PM Navy Yard 見学


















　　穴吹 豪・井原 良太・井畑 真太朗・大澤 泰樹・櫛田 慎一・小林 信満・小柳 雄輝
　　関本 航亮・田中 寿輝・西脇 政子・萬田 雅・山下 裕輔・北原 牧子・矢野 晶子
鍼灸学科 引率教員
　　高倉 伸有（教授）・矢嶌 裕義（助教）・高山 美歩（助手）・高梨 知揚（助手）
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感激と感謝の「ボストン研修2011」















Ted先生は現在，Harvard Medical Schoolの准教授ならびにBeth Israel Deaconess Medical CenterのHarvard-wide 
Program in Placebo Studies and the Therapeutic Encounter （PiPS）の部門長，さらにはThe Department of Global 
Health and Social Medicine at Harvard Medical Schoolの講師もされる，代替医療の研究では世界的に有名な科学者で
もあり歴史学者でもある．Ted先生の論文は『New England Journal of Medicine （NEJM）』，『The Lancet』，『British 
Medical Journal （BMJ）』，『Journal of American Medical Association （JAMA）』など，世界の医学をリードするトッ








ユーモアたっぷりに迎えてくださった．NESAはアメリカで最も歴史のある鍼の学校である．1975年にDr. James Tin 











総合病院（MGH）のAssociate Researcherでもある．世界最高峰のMartinos Center for Biomedical Imagingという研
究所の若手研究者のホープの一人として，fMRIを使った鍼，痛み，プラセボの研究では世界的に名前を知られており，
つい最近も，Proceedings of the National Academy of Sciences of the United States of America（PNAs：米国科学ア
カデミー紀要）という著名なアメリカの総合科学雑誌に論文が掲載された．その他『Pain』，『Neuroimage』などのニ

























主な研修は，２日目：New England School of Acupuncture（NESA）での授業と交流会，３日目：Harvard 
Medical School見学とKaptchuk先生の講義，４日目：Kong先生の講義，そしてMartinos Center for Biomedical 
































































































Harvard Medical Schoolはエンタシスの柱の荘厳な建物であった．Kaptchuk先生の特別の計らいでHarvard Medical 
Schoolの図書館に入って見学もでき，威厳漂う雰囲気に圧倒された．そして図書館の上の階には，世界最高のインパク




Beth Israel Deaconess Medical Centerで，数人のHarvard Universityの学生も同席し，高倉先生の通訳で行われた（写
真４）．
講義のテーマは「Issues in Placebo Acupuncture」であり，2011年に『The NEW ENGLAND JOURNAL of 





























































Martinos Centerへは，地下鉄とシャトルバスを乗り継いで行った．Martinos Centerは，Harvard Universityと




Kong先生の講義のテーマは，「Analgesic or Placebo? ―The Science Behind the Answer」で，Kong先生が2009
年に医学雑誌の『NeuroImage』に発表された「Expectancy and treatment interactions: A dissociation between 










































































写真１　NESA の Diane 先生による実技授業
写真２　NESA の Lynn 先生（前列中央左）と
Susan 校長（前列中央右）とともに






















として利活用することを奨励したものであった．さらにNIH（National Institute of Health；国立衛生研究所）パネル
による「鍼に関する合意形成声明」（1997年）は，鍼灸療法に学術的な価値と信頼を与えた．
このような鍼灸療法に対する再評価・再認識の潮流は，先進国が共通に抱えている医療問題，即ち生活習慣病や心の
病などの慢性疾患の増加による疾病構造の変化，それに伴う医療費の増大，患者の医療に対する意識の変化などの解決
に向けられ，代替医療として，あるいは補完医療として実践され，現在，統合医療という新しい医療の構築に向けた取
り組みが展開され，鍼灸医療は新しい時代に突入しようとしている．
２．鍼灸学の国際化
一連の歴史的過程をみると，これからの医療において鍼灸療法の役割は益々大きくなることが予測される．特に鍼灸
療法を伝統医学とする中国，韓国など東アジアの国においては伝統医師 （中医師，韓医師）の養成を図るとともに精力
的に鍼灸医学研究を推進し，世界に向けて活発な情報発信と国際交流を展開している．
また，アメリカやヨーロッパでもEBMによる鍼灸の研究と鍼灸療法の普及を推進し，世界に向けて活発な情報発信
と国際交流を展開している．
こうした鍼灸療法の世界的な動向の中にあって，日本の鍼灸系大学の一つである本大学の保健医療学部鍼灸学科が進
むべき方向は，国際的感覚を涵養する教育プログラムを整備することであると考える．その理由は，国際的な視野から
日本の鍼灸療法を捉えることができる人材を養成するためである．
これからの鍼灸療法の行方を展望した時，“井の中の蛙，大海を知らず”式の教育ではなく，“井の中の蛙”に大海（世
界）を知らせる機会を提供することが，なによりも柔軟で逞しい鍼灸師の養成に繋がると確信するからである．
３．海外研修の必要性
大海を知る機会を提供する有効な方法は，海外研修の機会を提供することである．学生を海外の臨床現場に立たせる
ことによって，様々なことを肌で感じさせることが重要であると考える．国内にいて諸外国の情報を提供するだけの教
育では国際的感覚を涵養することは出来ない．海外で外国人と一緒に研修する過程を経ることによって自発的に日本鍼
灸に関する様々な課題や問題点，あるいは鍼灸師のミッションを自問するようになる等，予期せぬ教育効果が期待でき
るからである．
このように海外研修には，肌感覚や体感を刺激するメリットがある．短期の研修で何を得ることができるのかといっ
た費用対効果が問われることがしばしばであるが，学生自身何かを感じなければ次の行動を起こすことは決してないこ
とも事実である．海外研修を通して感じ取った感動や切迫感，焦燥感などは，学生にとってその後の行動に何らかの影
響を及ぼし，国外に目を向ける契機となるものと考える．
４．国際交流と人材養成
グローバル化しつつある鍼灸の時代において，鍼灸臨床，鍼灸研究に関する国際交流を促進させるには，その任を担
う人材を養成することは必須のことである（教員についても同様）．そのためには学生の時に国際化する鍼灸を肌で感
じさせることが重要であり，海外研修の意義については上記の通りである．
しかし，ここで留まっていては有為な人材養成はできない．次のステップとして必要なことは，国際交流（臨床分野，
研究分野，教育分野など）に関する教育プログラムの導入と実践である．それには，ハーバード大学との交流の例にみ
られるように，外国の大学あるいは研究機関との学術提携を進めることである．幸いにも2013年度から大学院が開学す
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るが，国際的に活躍できる資質を培うための教育プログラムを大学院において実践することである．その為には外国の
提携大学との単位互換などの整備を図ることが必要である．
例えば修士課程の１年間，他大学での特別研究が認められるような制度の整備などである．
このように本学と他大学（国内外を問わず）との提携により，より豊富で質の高い研究の展開が図れることから，“学
外へ”の道をつけることが本学の未来を拓くことに繋がるものと考える．
５．おわりに
これからの鍼灸療法の行方は，世界の動向を抜きにしては語れない．そのことを踏まえれば，国際的な視点を涵養す
る教育機会を提供することは重要である．その第１段階が海外研修であり，その意義は非常に大きいものと考える．
グローバル化する世界の中で自分のアイデンティティを確立するには，異文化との交流が必要であり，交流によって
生じる触媒作用により，より創造的な能力を培うことができる．もしそうだとすれば，このことは鍼灸学おいても同様
である．特に医療のようにサイエンスとアートの両方が求められる専門分野では，その必要性は当然のことといえよう．
